
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策区 分

① 洪水氾濫対策分 類

福島潟における浚渫工事実施内容

新潟県新潟地域振興局地域整備部実施主体

（様式3-取組概要）

福島潟において、鋭意潟内の浚渫、築堤工事を進めています。

R5実施 浚渫工 V=2,600m3
１６



新潟地域整備部管内

新井郷川分水路【新潟市 北区】

令和４年度も引き続き、緊急浚渫推進事業債を活用した河道掘削工事・伐木業務委託等を実施。

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

分 類 ①洪水氾濫対策

実施内容 緊急浚渫事業債を活用した河床掘削工事・伐木業務委託等

実施主体 新潟県新潟地域振興局地域整備部
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R3 380m 4,500m3
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洪水時に早出川から桑山川へ逆流が発生し、田んぼが水につかる被害が発生しているため、排水機

場を新設し、被害を防止することを目的として工事を行っています。

【実施概要】

工 期 平成29年度～令和6年度

受益面積 110.7ha

主要工事 排水機場工 N=1ヶ所

（排水ポンプφ1000mm（2.3m3/s）×2台）

排水樋門工 N=1ヶ所

（様式2-取組概要）
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策区 分

洪水氾濫対策分 類

桑山川で県営湛水防除事業による排水機場新設工事を実施実施内容

新潟県実施主体

湛水状況 令和元年６月30日撮影

桑
山
川

工事中 令和６年１月29日撮影新設排水ポンプ

１７



○水源かん養や土砂災害防止などの森林の有する多面的機能の高度発揮を図るため、民有林におい

て森林組合等が実施する森林整備に対して支援を行った。

○本流域を所管する新潟地域振興局及び同局津川地区振興事務所において、令和５年度にそれぞれ

約５６ha・約１１１haの森林整備の実施を見込んでいる。

下刈り人工造林（再造林） 間伐

（様式2-取組概要）

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策区 分

⑥流域の雨水貯留機能の向上分 類

間伐等の森林整備の実施実施内容

新潟県新潟地域振興局（津川地区振興事務所を含む）実施主体

１８



【実施概要】

森林を維持・造成する基盤となる治山施設の整備（治山ダム）、過密状態で保水機能が低下し

たスギ林の間伐及び幼齢木の成長を阻害する雑草を除去する下刈りを実施し、森林の有する雨水

貯留機能の向上を図った。

R5年度治山対策実績
・ 治山ダム：１基
・ 森林整備：5.07ha

（様式2-取組概要）

森林整備（間伐）の状況

森林整備（下刈り）の状況

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策区 分

⑥ 流域の雨水貯留機能の向上分 類

森林の復旧実施内容

新潟県新潟地域振興局（津川地区振興事務所を含む）実施主体

１９



区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

分 類 ①洪水氾濫対策

実施内容 桑山川の工事を実施

実施主体 新潟県新潟地域振興局農林振興部
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区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

分 類 ⑥流域の雨水貯留機能の向上

実施内容 森林の復旧

実施主体 新潟県新潟地域振興局農林振興部

【実施概要】
森林を維持・造成する基盤となる治山施設の整備（治山ダム）、過密状態で保水機能が低下したスギ

林の間伐及び幼齢木の成長を阻害する雑草を除去する下刈りを実施し、森林の有する雨水貯留機能の向
上を図った。
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新津地域整備部管内

このほか、早出川支川の新江川、尾白川で河床掘削や伐木を実施。【五泉市】

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策区 分

① 洪水氾濫対策分 類

緊急浚渫事業債を活用した河床掘削工事・伐木業務委託等実施内容

新潟県新潟地域振興局新津地域整備部実施主体

令和５年度も引き続き、緊急浚渫推進事業債を活用した河道掘削工事・伐木業務委託等を実施。

（様式3-取組概要）

早出川【五泉市】

早出川支川

大沢川【五泉市】

早出川支川

風越川【五泉市】

２１



新津地域整備部管内

このほか、早出川支川仙見川で河床掘削を実施。【五泉市】

令和４年度も引き続き、緊急浚渫推進事業債を活用した河道掘削工事・伐木業務委託等を実施。

早出川

【五泉市】

早出川支川

尾白川

【五泉市】

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

分 類 ①洪水氾濫対策

実施内容 緊急浚渫事業債を活用した河床掘削工事・伐木業務委託等

実施主体 新潟県新潟地域振興局新津地域整備部
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阿賀野川水系阿賀野川圏域河川整備計画（平成29年2月）に基づき、築堤工事を実施。

令和5(2023)年12月に釣浜地区が完了。

【実施概要】（釣浜地区全体）

・延長 L=690m ・築堤(ICT施工含む) V=47,690m3 ・連節ブロック A=7,280m2 ・樋門 N=2基

（様式3-取組概要）
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策区 分

① 洪水氾濫対策分 類

阿賀野川の工事を実施実施内容

新潟県新潟地域振興局津川地区振興事務所実施主体

2020年10月撮影 2023年12月撮影
２３



（様式3-取組概要）
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策区 分

① 洪水氾濫対策分 類

緊急浚渫事業債を活用した河床掘削工事・伐木業務委託等実施内容

新潟県新潟地域振興局津川地区振興事務所実施主体

阿賀野川【阿賀町】

支川 谷沢川

阿賀野川【阿賀町】

支川 中村川

令和５年度も引き続き、緊急浚渫推進事業債を活用した河道掘削工事・伐木業務委託等を実施。

2023年4月撮影 2023年7月撮影

2022年6月撮影 2023年4月撮影

２４



阿賀野川【阿賀町】

支川 常浪川

阿賀野川【阿賀町】

支川 中村川

令和４年度も引き続き、緊急浚渫推進事業債を活用した河道掘削工事・伐木業務委託等を実施。

2022年4月撮影 2022年6月撮影

2022年10月撮影 2022年12月撮影

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

分 類 ①洪水氾濫対策

実施内容 緊急浚渫事業債を活用した河床掘削工事・伐木業務委託等

実施主体 新潟県新潟地域振興局津川地区振興事務所
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人工造林写真 除伐写真 間伐写真

【実施概要】

○土砂災害防止や水源かん養等の森林の持つ多面的機能の高度発揮を図るため、森林組合等が民有林で

実施する森林整備に対して支援を行いました。

○流域内に管内を有する新潟地域振興局および同振興局津川地区振興事務所管内においては、令和４年

度にそれぞれ約55ha・約101haの森林整備の実施が見込まれています。

除伐人工造林（再造林） 間伐

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

分 類 ⑥流域の雨水貯留機能の向上

実施内容 間伐等の森林整備の実施

実施主体 新潟県新潟地域振興局（津川地区振興事務所を含む）
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策区 分

① 洪水氾濫対策分 類

新郷川圏域河川における河道拡幅、護岸整備の実施実施内容

新潟県新発田地域振興局地域整備部実施主体

河川整備計画に基づき新郷川圏域河川の河道拡幅及び護岸整備工事を実施しています。

駒林川の河道拡幅及び護岸整備 荒川川と福島潟の合流点処理（築堤・護岸整備）

承水路

承水路

荒
川
川

荒
川
川

（様式3-取組概要）

２６



都辺田川【阿賀野市】

緊急浚渫推進事業債を活用した河道掘削工事・伐木業務委託等を実施しています。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策区 分

① 洪水氾濫対策分 類

緊急浚渫事業債を活用した河床掘削工事・伐木業務委託等実施内容

新潟県新発田地域振興局地域整備部実施主体

（様式3-取組概要）

２７



R4年度
掘削範囲

福島潟において、湖岸提の築堤工事、潟の掘削工事を進めています。

R4年度
築堤範囲

R4実施 築堤 L=190m 盛土 V=6,400m3
掘削土量 V=16,000m3

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

分 類 ①洪水氾濫対策

実施内容 福島潟における築堤・潟掘削工事の実施

実施主体 新潟県新発田地域振興局地域整備部
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荒川川【新発田市】

令和４年度も引き続き、緊急浚渫推進事業債を活用した河道掘削工事・伐木業務委託等を実施。

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

分 類 ①洪水氾濫対策

実施内容 緊急浚渫事業債を活用した河床掘削工事・伐木業務委託等

実施主体 新潟県新発田地域振興局地域整備部

- 45 -



R2 R3

R3
V=60,000m3
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策区 分

① 洪水氾濫対策分 類

安野川・大荒川の工事を実施実施内容

新潟県新発田地域振興局農村整備部実施主体

□□□□□キャプション□□□□

（様式2-取組概要）

国道４９号線

凡 例

工事完了

工事中

工事予定

標　準　断　面　図

S=1:300
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平成10年8月新潟豪雨
【大野地集落】255mm/日
平成10年8月新潟豪雨
【大野地集落】255mm/日

平成23年7月新潟・福島豪雨
【大野地集落】164mm/日
平成23年7月新潟・福島豪雨
【大野地集落】164mm/日

安野川 7.4km

大荒川 1.7km

平成１０年度～令和１１年度（予定）で県営湛水防除事業による河川拡幅工事を実施

大野地集落

出典：

国土地理院ウェブサイトを加工して作成
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策区 分

① 洪水氾濫対策分 類

塚田川の工事を実施実施内容

新潟県新発田地域振興局農村整備部実施主体

（様式2-取組概要）

平成１０年８月豪雨の湛水状況

塚
田
川

改修前

平成21年度～令和９年度（予定）で県営かんがい排水事業による河川拡幅工事を実施

－ 工事完了

－ 工事中

－ 工事予定

凡例

塚
田
川

出典： 国土地理院ウェブサイトを加工して作成

下流整備済区間

ブロックマット

２９
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間伐・除伐・人工造林等の森林整備を実施した。

写真・イメージパース・図など
当該取組内容がわかる資料を添付

区 分 Ⅰ 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

分 類 ⑥ 流域の雨水貯留機能の向上

実施内容 間伐等の森林整備

実施主体 東蒲原郡森林組合等 （新潟県林政課）

□□□□□キャプション□□□□

（様式2-取組概要）

間伐後の施行地

10



荒廃した森林に実施する治山施設の整備とあわせて、植栽・保育を行うことで森林の復旧を図り、土
砂災害が発生しにくい状態になります。さらに、間伐等の森林整備の実施により水源かん養機能が向上
し、雨水貯留機能の発揮が期待される森林に再生します。

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

分 類 ⑥ 流域の雨水貯留機能の向上

実施内容 森林の復旧

実施主体 新潟県農林水産部治山課

崩壊地の復旧から森林再生まで

（様式2-取組概要）

（事業実施）

（実施後 10年）

（実施後 40年）
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